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２０２5年５月

　 　令和７年３月２６日、厚生労働省　厚生科学審議会（食品衛生監視部会）において報告されました令和６年
食中毒発生状況について、概要を説明いたします。

１　令和６年食中毒発生状況
　　食中毒事件数は１，０３７件で、前年に比べ１６件増加し、患者数は１４，２２９人（死者３人含む）で前年に比べ

　２，４２６人増加しました。令和６年の大規模食中毒（５００人以上）の事例は、「湧水や湧水を使用し提供された

　食事」の１件でした。死者の報告された食中毒事例は２件で、２件とも自然毒（植物性自然毒）でした。

都道府県 発病年月日
原因施設
種別

原因食品名
病因物質
種別

患者数 死者数 接食者数 死者年齢

1 大分県 2024/8/4 飲食店
湧水、飲食店提供料理

（８月３日～１３日に提供された
食事）

ノロウイルス
（ウイルス）

595 0 1,304 ‐

1 札幌市 2024/4/23 家庭 イヌサフラン（推定）
植物性自然毒
（自然毒）

2 2 2
男：５０～５９歳
男：７０歳～

2 長野市 2024/7/21
事業場
寄宿舎

7月２０日の夕食として調理した
野生キノコ

（ドクツルタケ、コテングタケモド
キ）（推定）

植物性自然毒
（自然毒）

1 1 1 男：２０～２９歳

２　原因施設別食中毒発生状況
　　原因施設が判明した事例のうち、事件数では飲食店が５４８件（前年より５９件増加）と一番多く、次いで、家庭
　１０８件、事業場４６件、販売店４２件、仕出屋３１件、旅館２８件の順となりました。
　　患者数においても、飲食店が８，６５６人（前年より２，１２９人増加）で最も多く、次いで、事業場１，３１０人、仕出
　屋１，２６８人、旅館８５５人、製造所７２６人、学校３６６人の順となりました。

３　病因物質別食中毒発生状況（TOP３）
　　病因物質別に見ると、事件数が最も多かったものはアニサキスで３３０件（前年より１０２件減少）、次いで、
　ノロウイルスの２７６件（同１１３件増加）、カンピロバクターの２０８件（同3件減少）となりました（前年はアニサ
　キス、カンピロバクタ―、ノロウイルスの順）。
　　患者数は、ノロウイルスが最も多く８，６５６人（前年より３，１５４人増加）で、全体（１４，２２９人）の　６０．８％
　を占めています。 （参考資料　令和７年３月２６日　厚生労働省　厚生科学審議会（食品衛生監視部会）食中毒発生状況より抜粋）
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